
令和６年度（２０２４年度）八代高等学校シラバス 

教 科 情報 科 目 情報Ⅰ 

学年・類型 １学年・全 単位数 ２単位 

教科書 高等学校情報Ⅰ（数研出版） 

副教材 大学入学共通テスト対策 情報Ⅰ 徹底演習（数研出版） 

科目目標 
情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識と技能を習得するとともに、

情報を主体的に活用し、情報化社会に積極的に参画できる態度を育成する。 

学習方法 
座学での説明を主体としながら授業を展開していくが、それとともにパソコンを使

った実習形態（タイピング等の技能やハード及びソフトウェアの活用法）も随時行う。 

 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報と情報技術を問題の発見・

解決に活用するための知識につ

いて理解し、技能を身に付けて

いるとともに、情報化の進展す

る社会の特質及びそのような社

会と人間との関わりについて理

解している。 

事象を情報とその結び付きの視

点から捉え、問題の発見・解決

に向けて情報と情報技術を適切

かつ効果的に用いている。 

情報社会との関わりについて考

えながら、問題の発見・解決に

向けて主体的に情報と情報技術

を活用し、自ら評価し改善しよ

うとしている。また、授業や家

庭学習など種々の場面で努力す

る姿勢を示している。 

 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 定期考査（知識・技能の定着

状況を評価する問題を出

題） 

② 確認テスト 

③ 授業への取組状況 

① 定期考査（思考・判断・表現

について評価する問題を出

題） 

② 確認テスト 

③ 課題の内容 

④ 授業への取組状況 

① 課題やサポートノート、授

業プリントへの取組状況や

提出状況 

② 授業への取組状況 

 

各学期及び学年の成績算出方法について 

知識・技能 ４０％ 

思考・判断・表現 ４０％ 

主体的に学習に取り組む態度 ２０％ 

 



学

期 
学習内容 

評価規準（到達目標Ｂ規準）と到達度チェック（自己評価） 評価
方法 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１
学
期 

情報とメディア □ 
 
□ 

「情報」とは何かを理解してい
る。 
「メディア」という言葉をキー
ワードに、情報の特徴とメディ
アの意味について理解してい
る。 

□ 
 
□ 

「情報」がもつ意味やはたらき
について理解している。 
情報を表現するための適切な表
現形式について考え，判断して
いる。 

□ 
 
 
□ 

情報の信頼性や情報を検証する
方法について関心をもち，積極的
に情報を検証しようとしている。 
情報を適切に表現するための表
現形式について関心をもってい
る。 

知① 
知② 
知③ 
思① 
思② 
思④ 
主① 
主② 

情報社会における法とセキュ
リティ 

□ 情報社会の問題点を踏まえ、情
報セキュリティの重要性を認識
し、その対策方法を理解してい
る。 

□ 情報技術と社会との関連性を理
解し、法規や制度を視野に置い
た適切な活用の方法を身につけ
ている。 

□ 情報社会を支える法規・制度に
ついて意欲的に学ぼうとしてい
る。 

情報技術が社会に及ぼす影響 □ 情報格差、ネット依存症、ネッ
ト上のトラブルや、詐欺などの
犯罪の実際を学び、情報化が社
会に及ぼす影響を理解してい
る。 

□ 情報技術の発展が社会や人に及
ぼしている影響について，よい
面と悪い面の両面から考え，判
断している。 

□ インターネット上のトラブルへ
の対策について関心をもち，主
体的に対応しようとしている。 

情報のデジタル表現 □ 
 
□ 
 
 
 
□ 

アナログとデジタルの違い、情報
量の概念を理解している。 
ビットの概念、2進数による表現、
文字、音、画像、動画のデジタル
化の原理と表現方法を理解して
いる。 
データ圧縮の原理と具体例につ
いて理解している。 

□ 
 
 
□ 
 
 
□ 

2 進法、10 進法、16 進法の数の
変換の方法について考え，その
結果を適切に表現している。 
音、画像、動画をデジタル化す
る方法について考え，その結果
を適切に表現している。 
データ圧縮のしくみについて考
え，その結果を適切に表現して
いる。 

□ 
 
 
□ 

デジタル情報がどのように表さ
れるかについて関心をもち，積極
的に活用しようとしている。 
数値の情報がデジタル情報とし
てどのように表されるかについ
て関心をもっている。 

２
学
期 
 

コミュニケーション手段の発
展と特徴 

□ 古代からの技術的な進歩を概観
し、コミュニケーション手段の
発達について理解している。 

□ 情報通信技術の進展がコミュニ
ケーション手段を変化させてき
たことについて考え，その結果
を適切に表現している。 

□ コミュニケーションの手段とし
て通信が発達してきた歴史に関
心をもっている。 

知① 
知② 
知③ 
思① 
思② 
思④ 
主① 
主② 



情報デザイン □ 情報伝達メディアの性質を知
り、情報をわかりやすく表現し
効率的に伝達するために、適切
な情報機器やメディアを選択し
利用する方法を習得している。 

□ コミュニケーションの目的や受
け手の状況に応じて，情報をど
のように活用・表現すればよい
か考え，その結果を適切に表現
している。 

□ コンピュータを活用して情報を
受け手にわかりやすく表現する
ことに関心をもち，積極的に工
夫している。 

プレゼンテーション □ プレゼンテーションの意味とそ
の重要性、プレゼンテーション
の手法を理解している。 

□ 関連ソフトウェアの使い方を身
につけている。 

□ 効果的な資料作成や発表に関心
をもち，積極的に工夫してい
る。 

コンピュータのしくみ □ 情報をデジタル化し処理する上
で基礎となるコンピュータの基
本的なしくみを理解している。 

□ コンピュータの中の CPU やメモ
リ，補助記憶装置の役割につい
て考えている。 

□ コンピュータの本体や周辺装置
に関心をもち，積極的に活用し
ようとしている。 

プログラミング □ 条件分岐や反復など、基本的な
プログラミングの流れを理解し
ている。 

□ アルゴリズムから適切なプログ
ラムが作成できている。 

□ 意図しない結果が得られたとき
に，計算の手順などに目を向け
て改善しようとしている。 

モデル化とシミュレーション □ モデル化の手順やシミュレーシ
ョンの方法を学び、問題解決に
向け各種情報を分析していく流
れを理解している。 

□ シミュレーションの結果を評価
し，その結果を適切に表現して
いる。 

□ シミュレーションに関心をも
ち，問題解決に活用しようとし
ている。 

３
学
期 

ネットワークのしくみ □ 
 
 
 
 
□ 

情報通信ネットワークの基本的
な方式やプロトコル、通信の信頼
性や情報セキュリティを確保す
るための方法について理解して
いる。 
IP アドレス、ドメイン名、URL
と DNS によるインターネットで
のウェブ閲覧・電子メールの原
理を理解している。 

□ 
 
 
□ 
 
□ 

LAN やインターネットなどのコ
ンピュータによる通信とその影
響について考えている。 
ドメイン名の階層構造や DNS の
利点について考えている。 
通信の秘密を守るために，どの
ような場面で暗号やデジタル署
名などの技術が必要かを考え，
判断している。 

□ 
 
 
 
□ 

LAN やインターネットなどのコン
ピュータによる通信に関心をも
ち，積極的に活用しようとしてい
る。 
通信の秘密を守り，情報セキュ
リティを確保するための暗号や
デジタル署名などの技術に関心
をもち，主体的に対応しようと
している。 

知① 
知② 
知③ 
思① 
思② 
思③ 
思④ 
主① 
主② 
主③ 

データベース □ データベースのしくみを学び、
それが様々な情報システムの基
盤となっていることを理解して
いる。 

□ データベースのはたらきや必要
性について考察し，その結果を
適切に表現している。 

□ 身近な情報システムとデータベ
ースの活用について関心をもっ
ている。 

データの分析 □ 数学的なデータ分析の基礎を理
解している。 

□ 表計算ソフトウェアを使って簡
単な数学的データ処理や分析手
法を身につけることができてい
る。 

□ 
 
□ 

データのさまざまな形式につい
て関心をもっている。 
データを整理・分析し傾向を把
握することに関心をもってい
る。 



 


